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養護者への支援も大切です
蔭惹箸層痔では、層痔をしてぃる鉤の象農など嚢嚢箸にも支

徨があ蘂な患杏が英なくありません。芥亀盛れや晦貴への崩識
木是、象籏簡の入簡簡葆、赫嚢箸電萎の蔭貴など蘂菌はさまざ
まですが、謹痔をしてしまう蘂農箸を真む象Fa%を地維ぐる
みで支蕩することが泊idうな謹4% a 正につながります。
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く負担を軽くする〉
しようがいしや たんさにゆうしJ しようがいふ〈し

障害者の短期入所など障害福祉の
リようようごしやしようがいしやかい

サービスの利用で、養護者の障害者介
.1・たんへれいせいじかん

護の負担を減らし、冷静になれる時間
きゆうそくじかん

や休息できる時間をつくる。

こころ

く心のケアをする〉
りよう むて(むい

カウンセリングの利用や家族会への
さん む せいしんてさ

参加などで、精神的に追い詰められた
ようごしやこころかぞくかんけいかいふく

養護者の心をいやじ、家族関係の回復

にもつなげていく。

ち しき ぎ じゆつ ふ

く知識や技術を増やす〉
しようがい 抄ん ハ1? ちしき ぎじゅつぶ

障害に関する介護への知識や技術不
そ〈 ざやくたい せんもん

足が虐待につながらないように、専門
じよげんしどうしJうがいせい

家の助言や指導によって、障害への正
かくちしさじょうほうていきょう

確な知識や情報などを提供する。

せんもんてき し えん

く専門的な支援をする〉
びょう さ けいざいてきもんだい よう しやじしん

病気や経済的問題など養護者自身が
しえん ひつよう ばあい

支援を必要としている場合は、それぞ
てきせったいおうかんがせんもん

れに適切な対応を考えるために、専門
きかんしえんおこな

機関からの支援を行う。
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「障害者虐待防止法』
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ぜっ たい しよう がい しや ぎゃく たい

絶対にあってはならない障害者への虐待

〕シ對＾晴害老虐倚防止
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し ちょうそんしょうがい しゃぎゃ〈たいぽう し そう だん

「市町村障害者虐待防止センター』にご相談ください!

糧巣箸の通痔にかかゎる逼藉や層け虫、壺鐘などの箱皺は、希百
社[董会箸憲梧妨正センターまでお吉せください。輝金箸の道梧をな
くすために、あなたのこ犠方をお藤いいたします。

●1鑞泌鑞冒●

由分壽希檜紐葆置蔀畷嚢箸箱皺量
(肯分尋希糧誉署虜梧飴正センター)

●薊層に嫡する會双・蔭與に簡して●

由分尋希畷貴箸皇葬ii皺支鎗センター
(噛分壽希竃嚢箸センター丙)
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廿042-325-0111 (夜勤
薪桂船肯益4希盲蒼5鵠6暮釦

費042-320-1300

麟桂船肯余命顔巳〒自3蕃8萼

このリーフレットは、庫圭男晶否「ホ耐綺・赤逼前県における?曝貴暑層痔の飴正と翰尼」をもとに丘哉しました。

ユニバーサルデザイン(UD)の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を伝えられる

二y ;;is:,:,よう配慮した見やすし\ユニバーサルデザインフォントを採用しています。
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この冊子は環境に配慮し、古紙配合率100o/oの再生紙

及び植物油インキを使用しています

禁無断転載 ◎東京法規出版

M19

通痔は褌金署の嬶巌をおびやかし、自笠や柱套参7)oOをさまたげます。撫痔は羅幼にあっては
ならないことですが、撫痔と金づかないまま忌きているおそれもあります。糧善箸の道痔は一

蒔走の入や象最、處餅ではなく、どこの象急でも亮こりうる簡龜です。
層痔している大に、層痔している諌鍮がない瘍杏があります。
層痔をされている大が層痔だと疏鍮できないで、自分から榛貴を誘えられない
ば あい

場合があります。

そのため、道痔を酪ぐためには、liffiM.D2ひとりがこの簡桑を諌
識して、承さなVgffAを真嵩さずに草崩に握見することが矢萌です。

■虐痔に未づいたらすみやかに蓮輸を
輝禁箸謹痔に金づいた入には、希醒耐綺の桓昌急西への逼輸墨為

があります。地繊ぐるみの草めの苅尼や支蕩が、謹桔されている蓚
金箸だけでなく、道痔している象薩などがかかえる商龜の晴)英にも
つながります。ご協方をお藤いします。
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しよう がい しや せい かつ *1,寥句 ほう りつ

障害者のあたりまえの生活を守る法律です

蔭貴箸謹痔蔭正)天(足武には「蔭貴箸層痔の蔭正、蔭貴箸の藝嚢箸
に卦する支蕩尋に簡する法葎」)は、謹痔にょって薩貴箸の穣利や藝
巌がおびやかされることを晧ぐ俣葎です。蔭貴箸の萱走した圭屠や狂
套藝7}"0を筋けるために、みんなで謹痔の蔭正に歳り稙みましょう。
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養

糧套箸の脊に蕪や虐みを金わせる墓唇を茄えること。
また足昌な撞吊なく負鋤きがとれない暎鹸にすること。

たとえば・・・

ひらてう なぐ

平手打ちにする 殴る 蹴る
しば

つねる 縛りつける 閉じ込める
ふようくすり

不要な薬を飲ませる など

聾ら牡覧す やけど あと

体に傷やあざ、火傷の跡がしばしばある。
きゆう

急におびえたり、こわがったりする。
きずせつめいへんか

傷やあざなどの説明が変化する。 など
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対象となる障害者とは

蔭貴箸着痔南正法では、萎抹畷貴、癲dも蔭貴、購挿蔭貴(葵蓮蔭貴を蒼む)のある矢や、
そのほかにlδ萎の蔭貴や狂套市な蔭桑にょって、白溺圭蓬や紅套圭瓶が菌蕗で蕩鯖があ

蘂な大が苅濠となります。(1si条Aの入も苅濠になります)

※曜巣暑皐繕を最葎してぃない義杏も蒼まれます。

1せい

し1ピツ
けご

たとえば・・・

せいこう せいき せつしよく はだか

性交 性器への接触 裸にする
しようがいしや はなし

キスをする 障害者にわいせつな話
えいぞう

をする、映像を見せる など

一 ぎゃく 糧金暑に黒撞やり(また尚墓と真せかけ)
ことをしたり、させたりすること。

こうもhせいき しゆっけつきず

肛門や性器などに出血や傷がみられる。
さへや

ひと目を避け、部屋にひとりでいたがる。
ひどそうだん

人に相談するのをためらう。 ナよヒ

bい辺つな贋;コユ)
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しゆ るい しよう がい しや ざや〈 たい

■3種類の障害者虐待

障金箸謹痔蔭正急では、護痔を以ネの3糧麹に分けてぃます。
よう しや
虐1期瞭』tS噛

食品置百弘しよる
しようがい しゃざやくたい

障害者虐待

しようがい しや ふく し し せつじゆう じ しや

障害者福祉施設従事者
とう しようがい しゃぎゃくたい

等による障害者虐待

し よう しや

使用者による
しようがい しやざや〈たい

障害者虐待

實舎箸の圭混の企ふや釜銭の装
僅などをしている象農や頼農、商
最する欠によi震痔のことです。

しようがい しゃ ふく し し せつ しようがい ふく し

障害者福祉施設や障害福祉

サービスの蘂藁餅で1砺いてい
る臘員による道合のことです。

しようがい しや やと はたら

障害者を雇って働かせている

i秦圭などによる退括のこと
です。

C コり てき ぎゃく たし

理的虐待]5
貰金箸を庵暮したり鎮蟲したりするような繭全や態鐘

せい しんてき く つう あた

で、精神的な苦痛を与えること。

たとえば・・・

どな わるくち

怒鳴る ののしる 悪口を言う
なかま

仲間に入れない 子どもあっかいす
むし

る わざと無視する など

さけ お

おびえる、泣く、叫ぶなどパニツクを起こす。
こうげきてきたいど

攻撃的な態度がみられる。
じぶんじ,Sζんきずこうい

自分で自分を傷つける行為をする。 など

-

雀蘂や′天落、滉藻』1せっなどの母烏や芥紡をほとん
どせず、糧金箸の芯簀を簑沼させること。
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たとえば・・・

じゆうぶんしよくじ あた ふけつじゅう

十分な食事を与えない 不潔な住
かんきようせいかつひつよういりようふくし

環境で生活させる 必要な医療や福祉

サービスを受けさせない など

床から墓寞がするなど鍮星訣蔭が墨い。
くうふくうったえいようしっちょう

ひどく空腹を訴え、栄養失調がみられる。
がっこうしよくばで

学校や職場などに出てこない。 など

・{

逼梧の逼藉をした大や虐け虫をした又を蒔走する摘藉は債董に癲り洟゛われ、希已冒社の

廠員には寺秘癲烏が森せられています。また、逼藉署が塙愚や職邊の臘員による瘍答、逼

藉を撞吊に鹸童などをすることは呆じられています。鹸義による逼籟でも、mi 丙蓉は嚢け
つ

付けてもらえます。

うこと。

禾入の尚患なしに糧金暑の曲層や岸釜、簀釜などを径
また糧金箸に撞吊なく釜銭を与えないこと。

たとえば・・・

ねんきんちんぎんわた むっ工 ざいざん

年金や賃金を渡さない 勝手に財産
よちよきんつかにちじようせいかつひつようきん

や預貯金を使う 日常生活に必要な金
せんあた

銭を与えない など

かね つむ ようす

お金を使っている様子がみられない。
にちじようせいかつひつようきんせんわた

日常生活に必要な金銭を渡されていない。
せいかつひしはら

生活費などの支払いができていない。 など
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缶斡:「画誉譬畜黒隅董、ニュアル」(NPO渓父PandA-J)を箸讐にH晟


